
受けましょう

早期発見がカギ！

がん検診の判定・診察の結果が100％正しいというわけではありません。
　「異常なし」という判定は、「あなたの身体にがんはありません」ということでは
ありません。がんの場所や種類によっては早期発見が難しいことがあります。

がん検診のデメリットも知っておこう

出典：文部科学省「がん教育推進のための教材」

結果的に不必要な治療や検査を受けてしまったり、検査によっては身体への負担がかかる場合があります。
　検診で使う器材によって、胃や腸に傷を付けたり、放射線被ばくのリスクもあります。
　また、「がん疑い」と診断され精密検診を受けた結果、がんではなかったと判定されることもあります。
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がんがん
検診

　健康づくり推進課（４月１日以降：健康長寿課）
☎０８６９-２４ - ８０３１
問

● 早期のがんは治せる可能性が非常に高く、治療も軽く
　 済むことが多いため、身体的負担・経済的負担が軽減
 　されます。
● がん検診はがん以外の病気（がんになる前段階のポリー
　 プや潰瘍など）が見つかる場合もあり、がんになる前
 　に治療ができます。

日本人の

　がんは日本人の死亡原因の第１位であり、死亡数は年々
増え続けています。
　瀬戸内市においても、がんは死亡原因の第 1位であり、
すべての人にとって身近な病気といえます。

２人に１人は

がんになるといわれています。

早期発見がんは

90％以上
で

が治ります。

健康づくりガイドは健康づくりガイドは
こちらこちら

瀬戸内市
健康づくりガイド
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保存版
令和８年度

（令和８年４月１日～
　　　  　令和９年３月31日）

セットちゃん

このガイドの内容は、令和 8年 1月末現在の情報です。
変更があった場合には、随時、広報せとうちや市ホームページ等でお知らせします。

瀬戸内市公式LINE
＊瀬戸内市を友だち登録してください

瀬戸内市ホームページ
https://www.city.setouchi.lg.jp

令和８年４月１日から、健康づくり推進課は「健康長寿課」と「こども家庭センター」になります。

お問い合わせの内容により業務担当が対応しますので、各ページの連絡先へ直接お問い合わせください。

〒701-4292　瀬戸内市邑久町尾張300番地1　市役所本庁舎西棟１階

健康づくりに関する情報は、この冊子の他に広報せとうちや折込チラシ等でお知らせしていますが、

市ホームページや市公式LINEでも随時発信しています。ぜひご確認ください。
QRコード(二次元コード)読み取り可能な携帯電話をお持ちの方は、下の画像からアクセスできます。

検診会場を確認してください

「がん検診受診券」送付対象者が変わっています

　中央公民館の改修工事が終了したことに伴い、がん検診（集団検診）の会場を変更しています。各検診会場をご確認の上、ご来場ください。

　令和７年度から、年度末年齢70歳以上の人は、過去３年間に１つでも市がん検診の受診歴がある人にがん検診受診券を送付します。受診券は令和８年２月末時点の住民情報に基づき、４月上旬に郵送します。P.4をご確認ください。

お知らせ
①

受診券見本→

お知らせ
②

乳がん検診の実施医療機関が変わっています令和８年度の乳がん検診（個別検診）の実施医療機関は、岡山市内の医療機関のみになります。※瀬戸内市民病院は、実施医療機関ではありません。P.10～11をご確認ください。

お知らせ
③

瀬戸内市  健康づくり推進課　☎0869－24－8031

４月からがん検診が始まります
市が実施するがん検診は、
市が検診費用を助成するため、お得に受けられます！

　職場などで検診を受ける機会のない人は市のがん検診を受け
ましょう。検診の受け方や日程については「健康づくりガイド」
をご確認ください。

がんの発生

命を守るために、定期的に

がん検診を受けることが大切です。

　発生したがん細胞は目立った症状がないまま増え続け、

１㎝程度の大きさになります。その後はわずか１～２年

で２㎝程度の大きさになり自覚症状が現れます。

自覚症状が出たときには
すでに進行している可能性が高い
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縛
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台
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光
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料の寄贈を受けました。資料の一部を市民図書
館２階で展示しています。この機会にぜひご覧
ください。

寄贈資料を展示しています寄贈資料を展示しています

企画展「郷土が生んだ小説家 土師清二」企画展「郷土が生んだ小説家 土師清二」
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か
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た

松
静
太
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、
明
治
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（
１
８
９
３
）
年
９

月
14
日
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邑
久
郡
国
府
村
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在
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長
船
町
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に
父
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赤
松
久
五
郎
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母
・
津
喜
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一
人
息
子
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し
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生
ま
れ
ま
し
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。19
歳
で
上
京
し
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歳
で
大
阪
朝
日
新
聞
社
に
入
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ま
し
た
。

　
新
聞
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週
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創
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な
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。

　
筆
名
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母
の
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ま
れ
故
郷
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あ
る
国
府
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（
現
在
の
長
船
町
土
師
）か
ら
、「
清

■会期　５月 24 日（日）まで
■場所　瀬戸内市民図書館２階「せとうち発見の道」
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土師清二
（撮影：髙相嘉男）




